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 図１ 地域日本語教育システム図（日本語教育学会編 2008，p14） 
 
 























  ョンの場として機能すること。 
 ②「教える・支援する者／学ぶ・支援される者」という非対称的な関係ではなく対等な 
  関係を結べる土台が作られていること。 
 ③その土台のうえに日本人も外国人も共に学び，また共に変わることができる活動であ 








































































































 表１ インタビュー調査の概要 




ボランティア 10 名程度，外国人参加者１名 
Ｂ教室 １時間 20 分 職員，教室コーディネーター兼当日進行役（各１名） 
Ｃ教室 １時間 42 分 教室代表，当日進行役（元アドバイザー）（各１名） 










                                                  
4 調査依頼書及び承諾書は資料として巻末に付す。（巻末資料Ａ，p72-73） 
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 表２ 調査当日の活動の概要 




 個別学習約 55 分，発音練習約 10 分，
 対話活動約 80 分5 
進行役１名 ４グループ（Ｆ10 名，Ｖ15 名） 
その他Ｆの子ども数名，保育Ｖ２名 
Ｂ教室 水曜日 18：30～20：00 進行役１名 ４グループ（Ｆ11 名，Ｖ４名）  
その他職員１名 
Ｃ教室 土曜日 19：00～20：40 進行役１名 ７ペア／グループ（Ｆ７名，Ｖ９名） 
（Ｖにアドバイザー１名含む） 


























                                                  















Swain, M. (2000). The output hypothesis and beyond: Mediating acquisition through 
collaborative dialogue. Lantolf, J.P. (ed.), Sociocultural Theory and Second 
















































設立 16 年前 １年後に市の国際交流協会が設立されその一部会に移行 
開催時期・ 
時間 
会話教室（昼）毎週金曜日 10：00～11：30 年２期（春・秋）各 12 回 
会話教室（夜）毎週木曜日 18：30～20：00 年２期（春・秋）各 12 回 
日本語サロン 毎週火曜日 13：30～15：30 通年 
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Schmidt, R.W. (1990) The role of consciousness in second language learning. Applied 









































Ａ教室の座席配置             Ｂ教室の座席配置        Ｃ教室の座席配置 










































  表３ 活動の全体構成 
Ａ教室 【震災から身を守る】 Ｂ教室 【私の自慢会】 Ｃ教室 【困った時の○○】 
0:00:00 テーマ提示 0:00:00 今日は何の日？ 
（ホワイトデー） 
0:00:00 テーマ提示 
    0:02:25 テーマと文型提示  
活動指示 
0:04:35 活動指示 
0:05:20 防災チェックシート 0:05:30 グループ活動 0:06:53 ペア活動 
      ―私の自慢   ―困ったことと解決法 
            
0:15:28 震災・避難用語の説明         
0:20:30 活動指示         
0:22:30 グループ活動         
  ―地震の時どうする？     0:25:33 発表準備指示 
        0:27:45 ペア活動 
          ―困ったことの発表準備 
0:33:15 発表と情報提供         
  ―Ｇ１：家で（Ｆ１）     0:35:00 発表（困ったこと） 
   （Ｃ情報提供）       ―病院・買い物 
0:42:00 ―Ｇ２：スーパーで（Ｆ２，        （Ｆ２，Ｆ３） 
   Ｆ３，Ｆ４）（Ｖ情報提供）        （Ｆ７，Ｖ２） 
0:46:30 ―Ｇ３：交通機関で（Ｆ５）        （Ｆ６，Ｆ３，Ｆ１） 
   （Ｖ情報提供）     0:46:08 ―方言（Ｆ６，Ｖ２，Ｆ２，Ｆ１， 
     Ｆ７，Ｖ６） 
0:50:00 ―Ｇ４：駅で（Ｆ６） 
 （Ｃ，Ｖ情報提供） 
    0:49:29 ―考え方の違い（Ｖ９，Ｆ３） 
0:52:40         （Ｆ７）     0:51:25 ―○○人（Ｆ１，Ｆ３，Ｖ１） 
0:54:15         （Ｆ８，Ｆ９）     0:55:42 偏見・差別の経験は？ 
0:56:20 まとめと情報提供       ―名前を呼ばない（Ｆ１） 
1:00:05 津波について       ―見て逃げる（Ｆ７，Ｆ１，Ｆ６， 
          Ｆ７） 
1:03:00 「津波てんでんこ」紹介 1:04:20 発表指示・文型提示 1:04:27 差別を受けた時の気持ちは？




    1:06:55 ―Ｇ２（Ｆ４～６） 1:08:37 活動指示 
1:09:20 災害時用ダイヤル・災害
マップの案内 




1:12:14 ―Ｇ４（Ｆ10，11）     
1:15:00 まとめ・あいさつ 1:16:00 協会職員の自慢を聞く 1:15:50 発表（解決法） 
1:17:40 （終了） 1:19:47 来週のテーマ予告   ―コミュニケーション（Ｆ１） 
―イメージを増やす（Ｆ７，Ｆ２，
                  Ｆ１） 
  1:21:53 （終了）   ―ことば（Ｖ２，Ｆ７，Ｆ３，Ｆ６） 






  ―学校，イベント（Ｖ９，Ｆ２） 
   ―近所づきあい（Ｆ１，Ｖ２） 
   ―日本人がイメージを取りにい
く(Ｆ７) 
―会社の同僚（Ｆ１） 
 1:33:30 まとめ 





























































Ａ教室 78分 22.5分 11分 44.5分 
Ｂ教室 82分 5.5分 59分 17.5分 
























  表５ ペア／グループ構成8 
ﾍﾟｱ/ｸﾞﾙｰﾌﾟ ボランティア 外国人参加者１ 外国人参加者２ 外国人参加者３
Ａ教室Ｐ１9 女性 １名 女性 中国   
Ａ教室Ｇ２ 女性 ３名 女性 韓国 女性 中国  
Ｂ教室Ｇ１ 女性 １名 男性 ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ 女性 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 女性 中国 
Ｂ教室Ｇ２ 女性 １名 女性 アメリカ 女性 アメリカ 男性 アメリカ
Ｂ教室Ｇ３ 女性 １名 男性 中国 女性 中国 女性 チリ 
Ｃ教室Ｐ１ 女性 １名 男性 中国   
Ｃ教室Ｐ２ 女性 １名 女性 ブラジル   









 表６ 話題の数と開始者10 
ペア/グループ A 教室 P1 A 教室 G2 B 教室 G1 B 教室 G2 B 教室 G3 C 教室 P1 C 教室 P2 C 教室 P3





（総数） 8 3 8 5 7 5 7 11 
Ｖ開始 8 3 8 5 7 5 4 8 
Ｆ開始 0 0 0 0 0 0 3 2 





（総数） 4 3 30 36 20 2 8 8 
Ｖ開始 2 2 14 15 13 2 5 1 
Ｆ開始 2 1 15 20 6 0 3 7 
 （Ｆ１）   1 10 10 5       
 （Ｆ２）   0 2 3 1       
 （Ｆ３）     3 7 0       
Ｃ開始 0 0 1 1 1 0 0 0 








【Ａ教室Ｐ１】 上位 下位 【Ａ教室Ｇ２】 上位 下位
ぐらっと来た時どこにいる？ Ｖ 電車でぐらっと来た時どうする？ Ｖ１
　夫は Ｖ 　座っている時は？ Ｖ１
　子どもは Ｆ 揺れが止まったらどうする？ Ｖ１
ぐらっと来た時どうする？ Ｖ 　アナウンスがなかったら？ Ｆ１
揺れが止まったらどうする？ Ｖ 　外に出るか車内で待つか Ｖ１











　解決策：ここに来ている Ｖ 　会社の人に聞く Ｆ
Ｖの困っていること－夫婦喧嘩 Ｖ 　うちでネットで調べる Ｆ
Ｆの妻が困っていること－一人で子育て Ｖ 　生活の問題はここで聞く Ｆ
　解決策：電話，ネットで Ｖ Ｖの困っていること－わかりやすい授業 Ｖ









Ｆの困らない工夫－町内会に参加しない Ｆ Ｆが本当に困っていること－日本語 Ｆ
　病気の時は娘が世話 Ｆ Ｖの困っていること－家族との時間 Ｖ
Ｖの困っていること－料理のメニュー Ｖ 　家族でボランティアをするのが素晴らしい Ｆ
　Ｆ：まとめて作ってストックする Ｆ まとめ Ｖ
Ｆの困らない工夫－町内会に参加しない Ｆ Ｆの解決策－会社の人に聞く Ｖ
Ｆが仕事で困ること－会社のシステム Ｖ プレゼンのし方 Ｆ
Ｆが子どものことで困ったこと－友人関係 Ｖ 差別の解決策 Ｖ
　解決方法：そのまま Ｖ 　差別を受けた経験談 Ｆ
　日本人との距離の取り方 Ｆ 　原因：交流がないから？ Ｖ









 表７－１ Ａ教室，Ｃ教室の各ペア／グループの話題展開と開始者 













【Ｂ教室Ｇ１】 上位 下位 【Ｂ教室Ｇ２】 上位 下位
ホワイトデー＆バレンタインデー Ｖ 資料の語彙確認 Ｖ
　スコットランドでは？ Ｖ 　今日は早起きした？ Ｖ
　オーストラリアでは？ Ｖ 資料の例を確認 Ｖ
自己紹介 Ｖ 　Ｆの得意なこと→Ｆ１：言語学でトロフィー Ｖ
　Ｖ：名前，町 Ｆ１ 　例１の確認 Ｖ
　Ｆ１：名前，町（質問：仕事，来日，国） Ｆ１ 　例２の確認 Ｖ




　＊スコットランドの農業 Ｖ 　Ｆ２：歌うこと Ｆ１
　＊地元の山での魚釣り（湖面での穴釣り） Ｆ３ 　Ｆ３：人と人をつなぐこと Ｆ１
得意なこと Ｖ 　Ｆ２：子どもと遊ぶこと Ｆ１
　＊お勧めのハンバーグ店 Ｆ１ 　Ｆ１：後回しにすること Ｆ１
　Ｖ：スノーボード Ｆ１ 　皆英語が得意→大学の専門は？ Ｖ
　＊スキー場でのビデオ撮影 Ｆ１ 　皆「控えめ」 Ｖ
　Ｆ２：英語で話すこと Ｖ 　Ｆ３：怖い映画が見られない Ｆ３
　Ｆ３：料理 Ｖ 　Ｆ１：泣き虫 Ｆ１
　「得意」を使った文の作り方 Ｆ１ 　Ｆ１：料理 Ｖ
　＊辛い食べ物 Ｖ 　Ｆ２：歌うこと Ｃ
　＊好きな料理 Ｖ 　Ｆ１：納豆が食べられるようになった Ｆ１
　Ｆ２の得意料理：サラダ Ｃ 　Ｆ２：お菓子が作れる？ Ｖ
　＊ベトナム料理 Ｆ１ 　＊人気キャラクター「豆しば」「りらっくま」 Ｖ
自慢したいこと Ｖ 　Ｆ１：お菓子作り Ｆ１




　Ｆ３：映画を見ること Ｖ 他の人の得意・不得意を書く Ｖ
資料の語彙確認 Ｖ 　Ｆ１：料理 Ｖ




　Ｆ３：歌 Ｖ 　Ｆ２：字がきれい・文学を勉強 Ｆ１




　Ｆ３：料理 Ｖ 　Ｆ３：悲しい映画を見て泣く→「情緒豊か」 Ｆ３
　Ｆ２：日本語 Ｖ 　Ｆ３の不得意なことは？→字・早起き Ｆ２
　発表方法 Ｆ２ 文型を使って他の人の得意・不得意を話す Ｖ
質問受付 Ｖ 　Ｆ１：料理が得意 Ｖ
　「得意」と「自慢」 Ｆ３ 　Ｆ２：歌うことができる Ｆ３
　＊果物の値段 Ｆ３ 　Ｆ３：人と人をつなぐことができる Ｆ２
















  まりないやろ？（Ｖ：あー）もう全部終わっちゃったー。ね，だから，難しい，どうする？ 
Ｖ：もう慣れ，慣れてきたというかー， 
 














































































































































































 表８ 対象項目の種類別のＬＲＥの数 
ペア/グループ A 教室 P1 A 教室 G2 B 教室 G1 B 教室 G2 B 教室 G3 C 教室 P1 C 教室 P2 C 教室 P3
活動時間 11 分 59 分 26 分 32 分 





語彙・表現 12(80.0) 3(100) 24(58.5) 37(56.1) 19(86.4) 4(30.8) 0(0) 0(0) 
発音 1(6.7) 0(0) 4(9.8) 2(3.0) 0(0) 1(7.7) 0(0) 0(0) 
表記 0(0) 0(0) 1(2.4) 11(16.7) 1(4.5) 6(46.2) 0(0) 0(0) 





















   【例：Ｂ教室Ｇ２】 
    Ｆ１：××（県名）へ来る，前に，（Ｖ：うん）来た前に？来る前，あのー， 




   【例：Ａ教室Ｐ１】 
    Ｖ：店員さんがこっちに来てくださいとか，（Ｆ：あーあ）店員さんが，導いてくれます。（Ｆ：あー） 
      その指示に，したがう。 
    Ｆ：しじ， 
    Ｖ：指示，だから，指示ね。（漢字で書く。） 





   【例：Ｂ教室Ｇ１】 
    Ｆ１：私の料理はとてもおいしいと思います。（笑）だから，味，味ない。 
    Ｖ：（笑）味ない？ 
    Ｆ１：うん。 
    Ｖ：（笑）え，醤油ーとか，塩ーとか，砂糖とか，入れますか？ 
    Ｆ１：さ，砂糖入れ，入れ， 
    Ｖ：砂糖は入れない。 
    Ｆ１：＃＃も塩，入れない。醤油，入れない。 
    Ｖ：プレーンですね。 
 
 ＜FB 型＞ 
   【例：Ｃ教室Ｐ１】 
   Ｆ：あの，去年の，７月，８月は，（Ｖ：うん）あー，子ども生まれたので，（Ｖ：うん，うん，うん）今，私 
     と奥さんは，＊＊＊，はなっています。 
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   Ｖ：離れています。 
   Ｆ：離れています。  
 
④Ｖ説明型：ボランティアが，自らの発話や資料等の中の言語形式について説明するもの 
   【例：Ａ教室Ｇ２】 
   Ｖ１：ぐらっときた時，「ぐらっと」ってわかりますか？ 
   Ｆ２：んーわか[らない。 




 ＜FB 型＞ 
   【例：Ｂ教室Ｇ２】 
  Ｆ２：（Ｆ３に）不得意は？ 
  Ｆ３：はははは。[（笑）不得意は？ 
  Ｆ１：[不得意ーなもの，不得意ーな[ものは， 
  Ｆ３：[あ，字を， 
  Ｆ１：なことは何ですか？ 
  Ｆ３：字を書くことが，不得意です。 
 
 表９ タイプ別のＬＲＥの数 
ペア/グループ A 教室 P1 A 教室 G2 B 教室 G1 B 教室 G2 B 教室 G3 C 教室 P1 C 教室 P2 C 教室 P3
活動時間 11 分 59 分 26 分 32 分 




Ｆ産出 2(13.3) 1(33.3) 12(29.3) 28(42.4) 3(13.6) 4(30.8) 0(0) 0(0) 
Ｆ理解 4(26.7) 2(66.7) 8(19.5) 11(16.7) 7(31.8) 1(7.7) 0(0) 0(0) 
Ｆ援助 0(0) 0(0) 1(2.4) 2(3.0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 
Ｖ補完/FB 8(53.3) 0(0) 8(19.5) 7(10.6) 4(18.2) 5(38.5) 0(0) 0(0) 


































































の確認」など（Long 1983）を用いた「意味の交渉」（Gass & Varonis 1985）を行って，
相互理解をはかっている。そして，ボランティアが外国人参加者の言いたいことを理解で
きた時に，それをより適切な表現で言い直す「リキャスト」（Lyster and Ranta 1997）を
行う場合もあった12。 

















   【例：Ｃ教室Ｐ２】 
Ｆ：今の会社は，いい，みんな，みんな，仲良くだけど，（Ｖ：うん）でも，もうこの人，なんかいい。 
  （Ｖ：うん）もう，悪いことなってるから，私もう逃げる。（Ｖ：あー）わかる。私もう，うまくできる。 
  [もう，これ。 
Ｖ：[ああ，あーあーあーあー。もう何か， 
Ｆ：問題なる前に私は，（笑） 


















   【例：Ｃ教室Ｐ２】 
Ｆ：だから今ね，私ほんと，方法ね，あまり，＃＃う，自分で，あまり困らないー，[生活ね。向かっ 
















  あの，たまに，帰ったらすぐに寝ます。（Ｖ：うん）たまに，帰ったら，ねむきは全然ないです。 








  か？ 
Ｆ：それ，そうですね。あの，寝ますの，時間はわからないですね。（Ｖ：うん）あの，普段は夜 10 
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  時から，午前６時から起きます。だいたい，８時間ぐらいですね。（Ｖ：うんうんうんうん）でも， 
  昼になったら，たまに，12 時間超えます。（笑）ずっと寝てます。（Ｖ：うーん）たまに３～４時間 
  は，起きます。（Ｖ：うーん）起きますね。 
Ｖ：そした[ら，時間が。 
Ｆ：[それ，そう，夜勤はそうね，夜勤の時は，自分の，自分のスケジュールですか，あ，スケジュ 































































































提示部 共有部 提示部 共有部
Ｆ内容 5 Ｆ内容 1 1
Ｆ言語 Ｆ言語
Ｆその他 Ｆその他
Ｖ内容 13 10 Ｖ内容 11 10







              ＜全体＞                         ＜Ｐ１＞ 
Ｃ：じゃ，すいませーん，第３グループですね。交通機関に 












              ＜全体＞                         ＜Ｇ１＞ 



























提示部 共有部 提示部 共有部 提示部 共有部
Ｆ内容 5 Ｆ内容 3 Ｆ内容 1 2
Ｆ言語 3 Ｆ言語 1 4 Ｆ言語 1 2
Ｆその他 1 Ｆその他 Ｆその他
Ｖ内容 1 Ｖ内容 Ｖ内容 2 5






















































提示部 共有部 提示部 共有部 提示部 共有部
Ｆ内容 1 Ｆ内容 1 13 Ｆ内容 1 3
Ｆ言語 Ｆ言語 Ｆ言語 1
Ｆその他 1 Ｆその他 Ｆその他
Ｖ内容 2 3 Ｖ内容 1 Ｖ内容 1





              ＜全体＞                         ＜Ｐ１＞ 
ｆ１：それ私たちね，いろいーろ（病院の）先生回って， 














  えーまあいいや， Ｖ：行ったことありますか？ 











  しないといけ[ない。 
Ｆ：ああ，けど私，＊＊＊ですから，（Ｖ：
 うん？）あの，＊＊＊の先生は 
ｆ２：[まだ，笑顔をだします。  とても親切です。 
Ｃ：笑顔？  ちゃんと，わかるまでは，ちゃんと説 
ｆ２：笑顔，  明して，く，くださるです。 
ｖ２：先生が，[先生がですか？あー，そうですねー。 Ｖ：うーん。 
ｆ２：[ああ，先生から，もう，いじわるなか，顔から結果 




              ＜全体＞                         ＜Ｐ２＞ 
ｆ３：前私は，あのー，カラオケ，行きました。あの，お酒，飲みま
  した。そこで，あのー，あの，日本人，あー私，聞きました。 
  「あー，外国人，いつもドラッグ使いまーす。やー，（舌う 
  ち）」。でも，みんなじゃなーい。（Ｃ：うん，そうそうそう）あー，










Ｃ：そうそうそうそう。どの国にもいる。   いい人ある， 
 52
ｆ４：どこの国もいい人もいる。   悪い人ある，どこでも。 
ｖ１：そうそう，どこでも。   





































































































































































































































Ｆ２：talking in English。（笑） 
Ｖ：英語を教えるのが得意ですね。 
（中略：約 34 分） 
Ｆ２：How can I say I'm good at talking。私はー，話してー，＃できます？ 
Ｖ：話すことが，  
Ｆ２：What is はなす。 












































































































































































































































  （Ｖ：うん）もう，悪いことなってるから，私もう逃げる。（Ｖ：あー）わかる。私もう，うまくできる。 



















  う？（笑） 
Ｃ：うん，それはあると思う。 
Ｆ：それ，うん。でも，つらいないけど，もう，＊＊＊，自分でもう，＃＃（Ｃ：あああ）見るだけ。（笑） 
  あー，これだけ。ん。 
Ｃ：うーん。うーんと，今のからな，えーとー，自分はじゃあ，あんまりそれに関係しない？（両手 













  あのー，あれー何か＊＊ね。あの人たちね，考え，私たちねー，自分の国へ帰って，治療して 







  かかるねー」ってすぐ言う。（ｖ１：うん），ああ，わかるけど，＊＊金かかる当たり前，それかか 
  る。（皆：笑）うん。「でもあーこれ，んーんーんーんー，これはいい，別にこれでいいよ。」はい 
















































（Task-based langage teaching/instruction, Skehan 1996 他）の考えがあり，またそれ
らの研究でタスクの条件とされているものに，「作業計画であること」「ゴールが志向され，
参加者がアクティブな役割を果たすこと」「現実世界の言語使用を含むこと」「あらかじめ
言語形式が決められているのではなく，意味に焦点があること」などがある（Pica et. Al 
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  例） Ｃ代表：そのへんはいいかげんなもので。（笑） 




















ただし，あいづちのみの発話は改行せず，（  ）内に挿入する。 








  「，」を記入する。 
  例） 
 
 









  例） Ｖ４：おもしろいですねー。（笑） 
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